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◆
大
町
市

　

大
町
市
は
、
長
野
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、

市
の
北
西
部
に
は
北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
山
々

が
そ
び
え
立
っ
て
お
り
、
夏
は
登
山
、
冬
は
ス

キ
ー
が
楽
し
め
観
光
客
や
登
山
客
で
年
間
を
通

し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
西
側
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
あ
り
、

黒
部
ダ
ム
の
入
口
で
あ
る
扇
沢
駅
、
天
然
記
念

物
の
湯
俣
墳
湯
丘
、
針
ノ
木
大
雪
渓
が
あ
り
ま

す
。

　

市
の
北
側
は
ス
キ
ー
や
釣
り
が
楽
し
め
る
鹿

島
槍
ス
キ
ー
場
、
ヤ
ナ
バ
ス
キ
ー
場
、
青
木

湖
、
木
崎
湖
が
あ
り
ま
す
。

【
扇
沢
駅
】

　

扇
沢
駅
は
、
後
立
山
連
峰
の
大
自
然
に
囲
ま

れ
た
黒
部
ダ
ム
や
、
爺
ヶ
岳
、
針
ノ
木
岳
へ
の

出
発
点
と
な
っ
て
お
り
、
標
高
一
、四
三
三
㍍

の
高
地
に
位
置
し
、
七
〇
〇
台
を
超
え
る
自
動

車
を
収
容
で
き
る
駐
車
場
を
完
備
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
駅
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
で
黒
部
ダ
ム
へ
通

じ
て
お
り
、
長
野
県
と
富
山
県
を
結
ぶ
黒
部
立

山
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
玄
関
口
と
し
て
、
年
間

百
万
人
の
観
光
客
が
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る

よ
う
な
バ
ス
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
実
は
鉄
道

に
区
分
さ
れ
る
珍
し
い
乗
り
物
で
、
国
内
唯
一

で
あ
り
、
関
電
ト
ン
ネ
ル
と
立
山
ト
ン
ネ
ル
で

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
針
ノ
木
大
雪
渓
】

　

日
本
三
大
雪
渓
の
一
つ
で
あ
る
針
ノ
木
大
雪

渓
は
夏
に
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
春
は
大
雪
渓
を
通
り
な
が
ら
針
ノ
木
岳
へ

約
四
時
間
の
登
山
を
楽
し
め
ま
す
。

【
高
瀬
渓
谷
】

　

高
瀬
川
に
は
、
東
京
電
力
の
高
瀬
ダ
ム
が
あ

り
、
そ
の
上
流
に
は
墳

ふ
ん
と
う
き
ゅ
う

湯
丘
（
高
瀬
渓
谷
の
墳

湯
丘
と
球
状
石
灰
石
）
が
あ
り
ま
す
。

　

高
瀬
ダ
ム
は
黒
部
ダ
ム
に
次
ぎ
日
本
第
二
位

の
一
七
六
㍍
の
高
さ
を
誇
る
巨
大
な
ロ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ダ
ム
で
す
。
そ
の
上
流
に
、
大
正
十
一

年
に
国
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
墳
湯
丘
が

あ
り
、
高
瀬
川
と
水
俣
川
の
合
流
点
近
く
に
位

置
し
、
高
瀬
ダ
ム
か
ら
徒
歩
約
二
時
間
程
度
で

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
墳
湯
丘
は
常
に
温
泉
が
中
心
部
か
ら
噴

出
し
、
未
だ
に
成
長
し
て
お
り
墳
湯
丘
の
出
来

上
が
る
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
大
町
山
岳
博
物
館
】

　

こ
の
博
物
館
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
北
ア
ル

プ
ス
の
自
然
と
人
」
と
し
、
山
岳
文
化
と
人
の

つ
な
が
り
を
探
求
し
た
国
内
有
数
の
博
物
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
様
々
な
動
物
を
飼
育
し
て
い
ま
す

が
、
特
に
珍
し
い
の
は
ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ

チ
ョ
ウ
と
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
二
種
類
を
飼

育
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
ニ
ホ
ン
ラ

イ
チ
ョ
ウ
の
保
護
増
殖
に
寄
与
す
る
た
め
の
繁

殖
技
術
の
確
立
を
目
的
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
お

り
一
般
公
開
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
環
境
省
が
「
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
保
護
増
殖
事
業
」
の
一
環
と
し
て
日

本
動
物
園
水
族
館
協
会
と
連
携
し
て
ニ
ホ
ン
ラ

イ
チ
ョ
ウ
生
息
域
外
保
全
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
個
体
数
が
比
較
的

安
定
し
て
い
る
乗
鞍
岳
か
ら
卵
を
採
取
し
、
博

物
館
の
動
物
園
で
人
工
ふ
化
・
飼
育
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法

［
交
通
機
関
］

扇
沢
駅
：
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
信
濃
大
町
駅
下
車
（
路

線
バ
ス
で
四
十
分
）

大
町
山
岳
博
物
館
：
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
信
濃
大
町
駅

下
車
（
徒
歩
二
十
五
分
）

爺ヶ岳付近から望む針ノ木岳

墳湯丘（球状石灰石）

ニホンライチョウ


